
ソフトウェアを導入
したときの

服部大税理士事務所
税理士・中小企業診断士

服　部　　大

インボイス制度開始や電子帳簿保存法の改
正により、ソフトウェアの導入や見直しを
行なう企業が増えています。そこで、新た
にソフトウェアを導入する際の会計や税務
処理のポイントを解説します。

会計・税務処理のポイント
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会
計
上
の

　「
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
」と
は

　

会
計
や
販
売
管
理
、
給
与
計
算
シ
ス

テ
ム
な
ど
、
企
業
が
業
務
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
を
導
入
し
た
場
合
に
は
、
会
計
上
は

「
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
」
と
し
て
無
形
固
定

資
産
に
計
上
し
ま
す
。

　

近
年
で
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導

入
や
、
電
子
帳
簿
保
存
法
の
改
正
、
定

額
減
税
の
実
施
な
ど
、
複
雑
化
す
る
制

度
に
対
応
す
る
た
め
、
社
内
シ
ス
テ
ム

の
導
入
や
見
直
し
を
行
な
う
企
業
も
多

い
で
し
ょ
う
。

　

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
関
し
て
は
、
そ
の

利
用
目
的
や
購
入
・
自
社
開
発
の
い
ず

れ
か
に
よ
っ
て
、
会
計
処
理
が
異
な
り

ま
す
。
ま
ず
は
、
会
計
上
の
定
義
や
分

類
方
法
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

⑴
　
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
定
義

　

会
計
に
お
い
て
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
は

「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
機
能
さ
せ
る
よ
う

に
指
令
を
組
み
合
わ
せ
て
表
現
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
等
」と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
パ
ソ
コ
ン
上
で
動
作

す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
シ
ス
テ
ム
仕
様

書
、
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
な
ど
の
関
連
文

書
が
該
当
し
ま
す
。

　

な
お
、
機
械
装
置
や
工
具
器
具
備
品

な
ど
の
有
形
固
定
資
産
と
同
様
に
、
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
の
取
得
価
額
が
10
万
円
未

満
の
場
合
に
は
、
取
得
時
に
全
額
を
費

用
計
上
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

⑵
　
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
分
類

　

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
会
計
処
理
で
は
、

利
用
目
的
別
に
「
販
売
目
的
」
と
「
自

社
利
用
目
的
」
の
い
ず
れ
か
に
区
分
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

販
売
目
的
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
つ
い

て
は
、
さ
ら
に
「
受
注
製
作
」
と
「
市

場
販
売
目
的
」
の
２
つ
に
分
類
さ
れ
ま

す
（
図
表
１
）。

　

な
お
、「
自
社
利
用
目
的
」
に
は
、

会
計
や
給
与
計
算
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
社

内
業
務
に
利
用
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
だ

け
で
な
く
、
得
意
先
な
ど
か
ら
受
託
し

た
業
務
に
利
用
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
も

含
ま
れ
ま
す
。

　

以
下
で
は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
取
得

の
背
景
と
し
て
、
も
っ
と
も
一
般
的
な

「
自
社
利
用
目
的
」
に
焦
点
を
当
て
て
、

会
計
処
理
の
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
し
ま
す
。

　
取
得
方
法
に
よ
る

　
取
扱
い
の
違
い

　

自
社
で
利
用
す
る
業
務
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
を
新
た
に
導
入
す
る
場
合
、
そ
の
取

得
方
法
は
「
外
部
か
ら
購
入
す
る
方

法
」
と
「
自
社
開
発
」
の
２
通
り
に
分

け
ら
れ
ま
す
。

　

取
得
方
法
に
よ
っ
て
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
と
し
て
計
上
す
る
際
の
取
得
価
額
の

考
え
方
に
も
違
い
が
あ
る
た
め
、
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

図表１　ソフトウェアの会計処理上の分類

ソフトウェア

自社利用
目的

販売目的

市場販売
目的

受注製作
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⑴
　
購
入
す
る
場
合
の
取
扱
い

　

ベ
ン
ダ
ー
な
ど
か
ら
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

を
購
入
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
購
入
代

価
だ
け
で
な
く
、
イ
ン
ス
ト
ー
ル
や
初

期
設
定
、
自
社
の
仕
様
に
合
わ
せ
る
た

め
の
作
業
代
な
ど
、
導
入
時
の
付
随
費

用
に
つ
い
て
も
取
得
価
額
に
含
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
無
形
固
定

資
産
と
し
て
計
上
す
る
場
合
に
は
、
一

般
的
な
有
形
固
定
資
産
と
同
様
に
、
減

価
償
却
（
定
額
法
）
に
よ
り
費
用
化
し

ま
す
。

　

耐
用
年
数
は
、
そ
の
利
用
目
的
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
。「
複
写
し
て
販
売

す
る
た
め
の
原
本
」「
研
究
開
発
用
」

は
３
年
、
そ
の
他
は
５
年

で
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
自
社
利

用
目
的
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

の
場
合
、
一
般
的
に
は
耐

用
年
数
５
年
で
償
却
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
耐
用
年
数
の
考

え
方
に
つ
い
て
は
、
後
述

す
る
「
自
社
開
発
」
の
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
に
お
い
て
も

同
様
で
す
。

⑵�

　
自
社
開
発
す
る
場
合

の
取
扱
い

　

業
務
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
な

ど
を
自
社
開
発
す
る
場

合
、
製
作
方
法
に
つ
い
て

は
、「
自
社
で
製
作
す
る

方
法
」
と
「
外
部
に
製
作

を
委
託
す
る
方
法
」
の
２

つ
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
取
得

価
額
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ら
の
製
作
方
法
を
加
味
し
た
う
え
で
、

次
の
金
額
を
含
め
て
計
算
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

ⅰ�

　
製
作
に
要
し
た
原
材
料
費
や
労
務

費
、
経
費

ⅱ�

　
事
業
の
用
に
供
す
る
た
め
に
直
接

要
し
た
費
用

　

ⅰ
に
は
、
外
部
委
託
す
る
場
合
の
外

注
費
だ
け
で
な
く
、
自
社
の
エ
ン
ジ
ニ

ア
な
ど
の
人
件
費
、
開
発
・
製
作
に
使

用
す
る
機
器
の
減
価
償
却
費
や
リ
ー
ス

料
な
ど
の
費
用
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
管
理
部
門
の
人
件
費
や
事

務
所
家
賃
、
水
道
光
熱
費
な
ど
、
間
接

的
な
コ
ス
ト
の
一
部
を
取
得
価
額
へ
算

入
す
べ
き
場
合
も
あ
り
ま
す
。
取
得
価

額
の
計
上
漏
れ
が
な
い
よ
う
に
、
適
切

な
管
理
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

●
仕
訳
の
ポ
イ
ン
ト

　

自
社
開
発
す
る
場
合
、
取
得
価
額
に

算
入
す
べ
き
金
額
の
う
ち
、
開
発
段
階

で
発
生
す
る
も
の
に
関
し
て
は
、
い
っ

た
ん
「
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
仮
勘
定
」
に
て

計
上
し
ま
す
（
図
表
２
①
）。

　

そ
の
後
、
開
発
が
完
了
し
、
事
業
供

用
を
開
始
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、「
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
仮
勘
定
」
を
「
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
」
へ
振
り
替
え
る
と
と
も
に
、
導

入
時
に
発
生
す
る
付
随
費
用
が
あ
れ

ば
、
そ
れ
ら
の
費
用
も
取
得
価
額
に
含

め
ま
す
（
図
表
２
②
）。

　

ま
た
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
利
用
開
始

に
伴
い
、
減
価
償
却
費
を
計
上
す
る
こ

と
が
可
能
で
す
。
無
形
固
定
資
産
は
、

定
額
法
に
よ
っ
て
計
算
し
た
減
価
償
却

費
を
取
得
価
額
か
ら
差
し
引
く
「
直
接

法
」
に
よ
っ
て
処
理
し
ま
す
（
図
表
２

③
）。

　

な
お
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
利
用
開
始

後
に
発
生
す
る
保
守
料
や
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
費
用
に
つ
い
て
は
、「
修
繕
費
」
な

ど
で
一
括
費
用
処
理
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
完
成
後
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

に
つ
い
て
、
機
能
の
改
良
や
強
化
を
行

な
う
た
め
の
追
加
費
用
に
関
し
て
は
、

資
本
的
支
出
に
該
当
し
、
減
価
償
却
に

よ
っ
て
複
数
年
に
わ
た
っ
て
費
用
計
上

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を

　
使
わ
な
く
な
っ
た
場
合
の
取
扱
い

　

陳
腐
化
な
ど
の
理
由
に
よ
っ
て
、
既

存
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
利
用
を
完
全
に

取
り
や
め
た
場
合
に
は
、
会
計
上
も
除

却
処
理
が
可
能
で
す
（
図
表
２
④
）。

　

た
だ
し
、
機
械
装
置
や
工
具
器
具
備

品
な
ど
の
有
形
固
定
資
産
と
は
異
な

り
、
実
体
の
な
い
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
関

し
て
は
、
除
却
処
理
を
行
な
う
タ
イ
ミ

ン
グ
の
妥
当
性
が
不
十
分
と
さ
れ
る
場

図表２　ソフトウェア開発の仕訳例

❹　 簿価80万円のソフトウェアを除却する場合
借方科目

固定資産除却損
金額
800,000

貸方科目
ソフトウェア

金額
800,000

❸ 　減価償却費20万円を計上する場合
借方科目
減価償却費

金額
200,000

貸方科目
ソフトウェア

金額
200,000

❷ 　❶について開発が完了し、事業供用を開始する場合
借方科目
ソフトウェア

金額
1,000,000

貸方科目
ソフトウェア仮勘定

金額
1,000,000

❶　開発段階において、外注先に製作費用100万円を支払う場合
借方科目

ソフトウェア仮勘定
金額

1,000,000
貸方科目
現預金

金額
1,000,000
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合
も
多
い
た
め
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
使
用
す
る
業
務
が

廃
止
さ
れ
た
こ
と
や
、
新
た
な
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
を
導
入
し
た
こ
と
で
、
既
存
の

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
使
用
し
な
く
な
っ
た

こ
と
を
証
明
で
き
る
よ
う
、
関
連
す
る

社
内
稟
議
書
や
、
ア
ン
イ
ン
ス
ト
ー
ル

時
の
画
面
キ
ャ
プ
チ
ャ
な
ど
を
保
存
し

て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
実
務
上
の

　
留
意
点
・
懸
念
事
項

　

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
関
す
る
会
計
処
理

や
税
務
手
続
き
は
、
解
釈
が
難
解
な
部

分
も
多
く
、
専
門
家
も
頭
を
悩
ま
せ
る

ケ
ー
ス
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に

次
の
よ
う
な
背
景
に
よ
り
、
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
に
関
連
し
た
会
計
や
税
務
処
理
は

よ
り
一
層
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。

⑴
　
会
計
と
税
務
の
違
い

　

税
法
で
は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
具
体

的
な
概
念
や
範
囲
は
明
確
に
さ
れ
て
お

ら
ず
、
基
本
的
に
は
会
計
上
の
考
え
方

と
同
様
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、「
自
社
利
用
目
的
」

の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
う
ち
、
自
社
開
発

の
際
に
発
生
す
る
「
研
究
開
発
」
に
関

す
る
費
用
の
取
扱
い
は
、
会
計
と
税
務

で
は
若
干
の
差
異
が
あ
る
た
め
、
慎
重

に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

研
究
開
発
費
の
処
理
は
、
会
計
と
税

務
の
い
ず
れ
の
場
合
も
、「
将
来
の
収

益
獲
得
ま
た
は
費
用
削
減
に
繋
が
る

か
」
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
「
将
来
の
収
益
獲
得
ま
た
は
費

用
削
減
効
果
」
に
つ
い
て
は
、「
確
実
」

「
不
明
」「
な
し
」
の
３
つ
に
分
類
し
て

考
え
ま
す
。

　

な
お
、「
確
実
」
と
認
め
ら
れ
る
基

準
に
つ
い
て
は
、
日
本
公
認
会
計
士
協

会
の
「
研
究
開
発
費
及
び
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
会
計
処
理
に
関
す
る
実
務
指
針
」

に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
具
体
例
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

ⅰ�

　
業
務
代
行
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
の
利
用
に
よ
っ
て
対
価
を

得
る
場
合

ⅱ�

　
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
購
入
ま
た
は
製

作
に
よ
り
、
業
務
効
率
化
や
コ
ス
ト

削
減
が
実
現
さ
れ
る
と
認
め
ら
れ
る

場
合

　

し
た
が
っ
て
、
ⅱ
の
よ
う
に
社
内
の

業
務
効
率
化
を
目
指
し
て
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
を
開
発
す
る
場
合
に
は
、
事
前
に
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
開
発
に
よ
る
具
体
的
な
費
用
対

効
果
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
製
作
予
算

が
承
認
さ
れ
た
際
の
社
内
稟
議
書
な

ど
、
客
観
的
な
証
憑
を
保
管
す
る
こ
と

は
、
収
益
獲
得
や
費
用
削
減
効
果
を
認

識
し
た
時
期
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
も

役
立
つ
で
し
ょ
う
。

①
　
会
計
上
の
取
扱
い

・
研
究
開
発
費
の
取
扱
い

　

将
来
の
収
益
獲
得
ま
た
は
費
用
削
減

効
果
が
「
確
実
」
の
場
合
の
み
取
得
価

額
に
含
め
、「
不
明
」
ま
た
は
「
な
し
」

の
場
合
に
は
、
研
究
開
発
費
と
し
て
費

用
処
理
し
ま
す
（
図
表
３
）。

　

し
た
が
っ
て
、
費
用
削
減
な
ど
の
効

果
が
「
確
実
」
と
判
断
さ
れ
て
か
ら
、

製
作
工
程
が
完
了
す
る
ま
で
に
発
生
し

た
開
発
コ
ス
ト
は
、
基
本
的
に
取
得
価

額
に
算
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

・
背
景

　

会
計
で
は
、「
各
事
業
年
度
に
お
け

る
適
正
な
期
間
損
益
計
算
を
行
な
う
こ

と
」
が
主
た
る
目
的
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
固
定
資
産
に
計
上
し
、

複
数
年
に
わ
た
っ
て
減
価
償
却
を
行
な

う
の
は
、
将
来
の
収
益
獲
得
や
費
用
削

減
と
紐
づ
け
ら
れ
る
場
合
に
限
定
さ

れ
、
そ
れ
ら
の
効
果
が
不
明
あ
る
い
は

認
め
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
支
出
時
に

ま
と
め
て
費
用
計
上
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

②
　
税
務
上
の
取
扱
い

・
研
究
開
発
費
の
取
扱
い

　

将
来
の
収
益
獲
得
ま
た
は
費
用
削
減

効
果
が
「
確
実
」
ま
た
は
「
不
明
」
の

場
合
は
取
得
価
額
に
含
め
、「
な
し
」

の
場
合
の
み
、
研
究
開
発
費
と
し
て
費

用
処
理
し
ま
す
。

・
背
景

　

法
人
税
基
本
通
達
７
︲
３
︲
15
の
３

で
は
、「
将
来
の
収
益
獲
得
ま
た
は
費

用
削
減
に
な
ら
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な

場
合
」
の
み
、
取
得
価
額
に
算
入
し
な

い
こ
と
が
可
能
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
収
益
獲
得
や
費
用
削
減

効
果
が
「
不
明
」
の
場
合
に
つ
い
て
も
、

税
務
上
は
取
得
価
額
に
含
め
て
減
価
償

却
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ

う
な
場
合
に
は
、
会
計
と
税
務
で
取
得

価
額
や
減
価
償
却
費
に
ズ
レ
が
生
じ
る

た
め
、
法
人
税
を
算
出
す
る
際
に
は
調

整
計
算
が
必
要
と
な
る
で
し
ょ
う
。

図表３　研究開発費に関する会計と税務の違い

将来の収益獲得
または

費用削減効果
会計上の取扱い 税務上の取扱い

確実

不明

なし

取得価額に算入

費用処理

費用処理

取得価額に算入

取得価額に算入

費用処理
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⑵�
　
新
た
な
取
引
形
態
や
開
発
手
法
へ

の
対
応

　

Ｉ
Ｔ
化
や
Ｄ
Ｘ
の
流
れ
を
受
け
、
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
を
取
り
巻
く
環
境
に
も
大

き
な
変
化
が
現
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
次
に
掲
げ
る
内
容
に
つ
い
て

は
、
既
存
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
関
す
る

会
計
基
準
に
当
て
は
め
る
こ
と
が
難
し

く
、
対
応
に
苦
慮
す
る
ケ
ー
ス
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

①
　
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
発
展

　

さ
ま
ざ
ま
な
業
界
で
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー

ビ
ス
が
浸
透
し
た
こ
と
に
よ
り
、
会
計

や
請
求
書
作
成
、
給
与
計
算
ソ
フ
ト
な

ど
を
ク
ラ
ウ
ド
化
す
る
企
業
も
増
え
て

き
ま
し
た
。
従
来
の
「
買
い
切
り
型
」

の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
は
異
な
り
、
多
く

の
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
契
約
期

間
に
応
じ
て
利
用
料
を
支
払
う
ケ
ー
ス

が
一
般
的
で
す
。

　

こ
の
利
用
料
に
つ
い
て
は
、
通
常
は

「
通
信
費
」
な
ど
の
勘
定
科
目
で
費
用

計
上
し
ま
す
が
、
導
入
時
の
初
期
設
定

や
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
費
用
と
し
て
ま
と
ま

っ
た
金
額
を
支
払
う
場
合
、
固
定
資
産

へ
計
上
す
べ
き
か
ど
う
か
は
見
解
が
分

か
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
導
入
時
の
費
用

に
つ
い
て
は
、
毎
月
の
利
用
料
に
含
ま

れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
ま
す
ま
す
会
計

処
理
が
複
雑
化
す
る
可
能
性
も
あ
る
で

し
ょ
う
。

②
　
ア
ジ
ャ
イ
ル
開
発
の
普
及

　

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
関
し
て
は
、
時
代

の
流
れ
に
合
わ
せ
て
、
取
引
形
態
だ
け

で
な
く
、
開
発
手
法
に
も
変
化
が
現
わ

れ
て
い
ま
す
。
特
に
顧
客
ニ
ー
ズ
の
変

化
が
激
し
い
昨
今
で
は
、
開
発
期
間
の

長
い
「
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ォ
ー
ル
開
発
」

よ
り
も
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
か
つ
柔
軟
に
開

発
で
き
る
「
ア
ジ
ャ
イ
ル
開
発
」
が
好

ま
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
（
図
表
４
）。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
開
発
手
法
の

変
化
に
よ
り
、
会
計
面
で
は
新
た
な
問

題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

・
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ォ
ー
ル
開
発

　

シ
ス
テ
ム
開
発
の
代
表
的
な
手
法
で

あ
る
「
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ォ
ー
ル
開
発
」

で
は
、
あ
ら
か
じ
め
設
計
さ
れ
た
製
品

の
全
体
像
に
基
づ
い
て
、
各
工
程
を
後

戻
り
す
る
こ
と
な
く
開
発
が
進
め
ら
れ

ま
す
。

　

開
発
が
決
定
し
た
段
階
で
、
開
発
予

算
や
将
来
の
収
益
獲
得
あ
る
い
は
費
用

削
減
効
果
の
目
途
が
つ
い
て
い
る
ケ
ー

ス
が
大
半
で
あ
り
、
会
計
や
税
務
処
理

の
観
点
か
ら
は
、「
研
究
開
発
費
を
取

得
価
額
に
算
入
し
始
め
る
タ
イ
ミ
ン
グ

を
判
断
し
や
す
い
」
と
い
う
特
徴
が
あ

り
ま
す
。

・
ア
ジ
ャ
イ
ル
開
発

　

ア
プ
リ
開
発
な
ど
に
も
利
用
さ
れ
る

「
ア
ジ
ャ
イ
ル
開
発
」
で
は
、
開
発
途

中
で
も
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
仕
様
変
更
で

き
る
よ
う
、製
品
の
全
体
像
を
定
め
ず
、

機
能
ご
と
に
要
件
定
義
や
設
計
、
テ
ス

ト
な
ど
の
工
程
を
繰
り
返
し
ま
す
。

　

す
で
に
開
発
に
着
手
し
て
い
る
場
合

で
も
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
全
体
像
や
機

能
が
未
確
定
な
た
め
、
開
発
コ
ス
ト
の

予
測
や
、
将
来
の
収
益
獲
得
あ
る
い
は

費
用
削
減
効
果
を
定
義
す
る
こ
と
が
難

し
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
会
計
や
税
務
処
理
の

観
点
で
は
、「
研
究
開
発
費
を
取
得
価

額
に
算
入
し
始
め
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
判

断
し
づ
ら
い
」
と
い
う
問
題
が
生
じ
や

す
い
開
発
手
法
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

◇　
　
　

◇

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
発
展
に
伴
い
、
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
業
界
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

も
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
一
方
、

会
計
に
お
い
て
は
、
未
だ
に
２
０
０
０

年
以
前
に
定
め
ら
れ
た
会
計
基
準
に
基

づ
い
た
運
用
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
現

在
の
多
様
化
す
る
取
引
形
態
や
開
発
手

法
へ
の
対
応
が
難
し
い
事
例
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　

変
化
の
激
し
い
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
や
シ

ス
テ
ム
業
界
と
同
様
に
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
に
関
す
る
会
計
や
税
務
の
ル
ー
ル
に

つ
い
て
も
、
時
代
に
合
わ
せ
た
「
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　

●▲

は
っ
と
り
　
だ
い　

税
理
士
法
人
勤
務
の
の
ち
、２
０
２
０
年
２
月
に
名
古
屋
市
で
開
業
。年
商
数
百
万
円
〜
数
十
億
円
の

個
人
事
業
主
や
法
人
の
月
次
監
査
を
担
当
。税
理
士
ド
ッ
ト
コ
ム
、マ
ネ
ー
の
達
人
は
じ
め
多
数
の
監
修
・
執
筆
実
績
あ
り
。

図表４　新たな開発手法による問題点

アジャイル開発

ウォーターフォール開発

要件定義

設　計

開　発

テスト

リ
リ
ー
ス

・開発前に全体の予算や仕様の予測が可能
　→将来の収益獲得や費用削減効果を判断しやすい

・仕様変更が頻発し、全体の予算や機能の予測が困難
　→将来の収益獲得や費用削減効果を判断しづらい

要件定義 設計

テスト 開発
機能1開発

リ
リ
ー
ス

要件定義 設計

テスト 開発
機能2開発

リ
リ
ー
ス

要件定義 設計

テスト 開発
機能3開発

リ
リ
ー
ス


